
大分ゆふみ病院の
二十年を振り返る



大分ゆふみ病院は

• 2001年1月15日に、後藤隆子

初代看護師長を中心として、ホ

スピス準備室を開設し、開院に

向けてスタートを切りました



完成予定図



病院紹介のパンフレット



建設地が更地になりました（2001年5月の模様）



起工式の模様



マスコミにも紹介されました



柱が立ち始めました（2001年7月の模様）



病院の形が出来始めています（2001年8月の模様）



内装工事も進んできました（2001年10月の模様）



開院前にスタッフ研修会が開かれました
（2001年10月1日の模様）



初代ボランティアの方々
（2001年10月20日の模様）



開院前に見学会が開かれました
（2001年10月25日の模様）



開院前日に開院式が行われました
（2001年10月31日の模様）



開院記念講演会が行われました
（2001年11月10日の模様）



ホスピス・緩和ケアフォーラムが開催されました
（2003年1月19日の模様）



日本医療機能評価機構の認定を受けました
（2003年12月15日）



開院十周年として アイネスにて
第1回ゆふみホスピスセミナー開催



大分ゆふみ病院は、
患者さんやそのご家族、
医療関係の方々、

地域の方々、
そしてスタッフの支えがあって、

二十周年を迎える事が出来ました。

私達はこれからも
ガンで苦しむ方々を、
支えていきます


